
イ
ス
ラ
!
ム
帝
園
に
お
け
る
前
期
的
資
本
家

の

側
面

ジ
ヤ
フ
パ
ズ
に
つ
い
て
ー
ー
ー

序

イ
ス
ラ

1
ム
帝
園
の
金
融
業
者
に
サ
ッ
ラ

1
フ
と
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が

あ
る
。

サ

ッ
ラ

l
フ
は
ア
ラ
ビ
ア
語
の
動
調
包

E
E
(雨
替
す
る
)
の

名
詞
型
で
、
南
替
商
の
ζ

と
で
あ
る
e

一
方
、
ジ
ャ
フ
パ
ズ

EFσ
包
7

ぺ
ル
シ
ア
語
の

E
F
E仏
よ
り
轄

は
本
来
ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
な
く
、

23 

説
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ

の
ひ
ヤ
フ
パ
ズ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
に
闘
し
、
色
々
な
解
揮
が
詰
み
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ア
ラ
ビ
ア
語
僻
典
、
吋
と

巳
・
〉
ユ
田

に
は

4

複
雑
な
通
貨
の
操
作
に

な
れ
、
貨
幣
業
務
に
通
じ
た
貨
幣
の
専
門
家
。

、
U
S
M-は
雨
替
商

・

貨
幣
鑑
定
人
、

関釦

Eσ
同

R
W
は
曾
計
官
、

4
0
口
問

2
5
2
は
財
務

〉

sa円

O
N

は
国
庫
出
納
吏
、
呂
田
吋
問
。

HHocp
は
徴
税
官
、

官
、

岡

l崎

孝

正

税 富

由良川

へ5
清 2.
水豆
暫帥 語(.)

はは
貨哩
懲汀

説家
扱
吏 佐

藤
匂 圭
矢田
宮川郎M

;':"¥"1氏'0'

はは
宮財
廷務
銀官
行・
家徴

- 23.，.... 

と
し
て
い
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

ジ
ャ
フ
パ
ズ
を
雨
替
商
、
銀
行
家
な
ど
の
金
融

業
者
と
す
る
読
、
カ
リ
フ
廷
の
官
吏
と
す
る
説
、
そ
れ
に
徴
税
人
と

考
え
る
設
と
大
き
く
三
種
の
定
義
が
下
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

結
論
よ
り
先
に
言
え
ば
、
私
は
ひ
ャ
フ
パ
ズ
を
金
融
業
者
の
一
種
、

特
に
何

6
か
の
特
権
を
附
興
さ
れ
た
貨
幣
取
扱
資
本
家
、
高
利
貸
付

資
本
家
と
考
え
る
。
後
に
の
べ
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
フ
パ
ス
は
徴
税
人

的
性
格
、
財
務
官
的
性
格
を
も
具
備
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の

以
上
の
よ
う
に
、

機
能
の
一
部
を
構
成
す
る
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
そ
の
す
べ
て
で
は
な
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彼
は
種
々
の
行
政
改
革
と
と
も
に
幣
制
改
革
を
行
い
(
六
九
五
年
)
、

そ
れ
ま
で
流
通
し
て
い
た
ピ
ザ
ン
ツ
帝
国
や
サ
l
サ
ン
朝
の
諸
種
の

通
貨
の
使
用
を
禁
止
し
、
デ
ィ
ナ
ー
ル
金
貨
(
法
定
重
量
A
T
N
ω

釘・

〆

品
位
九
六
%
〉
と
デ
イ
ル
ハ
ム
銀
貨

(
N
・巧
m
)
を
鋳
造
、
こ
れ
を

流
通
さ
せ
た
。
爾
来
、
デ
ィ
ナ
ー
ル
と
デ
イ
ル
ハ
ム
が
イ
ス
ラ
l
ム

と
く
に
イ
ス
ラ
l
ム

帝
国
崩
壊
に
至
る
迄
、
法
貨
と
し
て
遁
用
し
、

が
地
中
海
貿
易
を
濁
占
し
た
九
J
一
一
世
紀
に
か
け
て
デ
ィ
ナ
ー
ル

は
国
際
通
貨
と
し
て
の
偉
力
を
費
揮
し
、
ま
た
デ
イ
ル
ハ
ム
は
北
方

貿
易
、
東
方
貿
易
の
決
横
手
段
に
使
わ
れ
た
り
、
所
謂
世
界
貨
解
と

レ
て
の
機
能
も
果
し
た
。

圏
内
で
は
、
嘗
初
デ
ィ
ナ
ー
ル
は
奮
ビ
ザ
ン
ツ
の
金
貨
流
通
圏
で

鋳
造
さ
れ
(
カ
イ
ロ
と
ダ
マ
ス
)
乙
こ
で
流
通
し
て
お
り
、
一
方
、

デ
イ
ル
ハ
ム
は
奮
サ
l
サ
ン
の
銀
貨
流
通
圏
で
鋳
造
、
流
通
し
て
お

り
、
雨
者
の
流
通
範
圏
が
裁
然
と
し
て
い
た
が
、
ア
ッ
パ
ス
朝
の

出
昨
ロ
ロ
巳
・
河
川
凶
岳
民

の
治
世
(
七
八
六
l
八
O
九
)
に
な
る
と
、
デ

イ
ナ

1
ル
は
バ
グ
ダ
ー
ド
で
も
鋳
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

九
世
紀
末
に
は
イ
ラ
ン
諸
地
方
で
も
作
ら
れ
、
鋳
造
所
の
数
は
二

O

カ
所
に
達
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
伶
い
従
来
の
載
然
と
し

25 

て
い
た
雨
遁
貨
の
流
通
圏
も
く
ず
れ

こ
れ
ら
雨
圏
の
中
聞
に
位
す

る
地
方
で
は
金
・
銀
雨
貨
が
共
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す

な
わ
ち
同
一
市
場
に
二
種
の
遇
貨
が
、
し
か
も
、
双
方
と
も
本
位
貨

と
し
て
流
通
し
た
の
で
あ
る
。

一
一
慮
、
デ
イ
ル
ハ
ム
と
デ
ィ
ナ
ー
ル

の
聞
に
は
一
定
の
法
定
比
慣
が
定
め
ら
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
免
換

は
市
場
に
お
け
る
金
銀
比
慣
と
そ
れ
ぞ
れ
の
通
貨
の
品
位
に
よ
っ
て

客
意
的
に
定
め
ら
れ
、
市
場
の
免
換
率
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

な
お
、
司
。
戸
開

3
5
2
な
ど
は
こ
の
デ
ィ
ナ
ー
ル
の
東
方
へ
の
浸

透
、
カ
リ
フ
政
醸
の
帖
簿
が
す
べ
て
デ
ィ
ナ
ー
ル
だ
て
に
な
っ
て
い

-25-

る
と
こ
ろ
よ
り
、
金
本
位
が
確
立
し
、
デ
イ
ル
ハ
ム
は
補
助
貨
幣
化
し

た
と
言
っ
て
い
る
が
、
イ
ス
タ
フ
リ
な
ど
の
地
理
書
そ
の
他
の
事
例

よ
り
考
え
、
こ
れ
を
正
嘗
と
す
る
こ
と
は
出
来
ず
、
あ
く
迄
イ
ス
ラ

ム
帝
園
は
複
本
位
を
採
用
し
て
い
た
と
私
は
思
う
。

〔
多
種
通
貨
の
混
在
〕
さ
て
、
複
本
位
に
加
え
て
、
鋳
造
地
、

鋳
造
官
、
支
配
者
の
相
違
に
よ
る
純
分
の
差
と
い
う
事
が
考
え
ら
れ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
賞
初
は
鋳
造
機
を
カ
リ
フ
が
濁
占
し

そ
の
型
も
統

一
さ
れ
て
い
た
が
、
カ
リ
フ
出

B
V
m
g
q立
|
岱
)
の
頃
よ
り
ζ

の

濁
占
が
く
ず
れ
、
貨
幣
の
型
に
も
統
一
が
な
く
な
り
、
さ
ら
に
品
位
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も
時
の
支
配
者
、
鋳
造
官
に
よ
っ
て
沓
意
的
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
と
に
カ
リ
フ
の
楢
力
が
弱
化
す
る
と
錯
貨
の
統
制
も
行

い
が
た
く
な
り
、
各
地
の
支
配
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
に
臨
応
じ
て
、

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
定
め
た
。
そ
の
た
め
、
多
様
な
品
位
を
も
っ

デ
ィ

ナ
ー
ル
が
市
場
に
混
在
す
る
と
い
う
結
果
を
生
ん
だ
。
ま
た
、
悪
鋳

も
行
な
わ
れ

(
と
く
に

冨
伽
ぱ
ロ
ロ

と

K
F
B
E
の
闘
い
の
後
、

ワ
イ
朝
の
貨
幣
な
ど
)
、

パ
ク
ダ

l
ド
な
ど
の
都
市
に
は
購
質
力

免
換
率
の
異
な

っ
た
デ
ィ
ナ

ー
ル
や
デ
イ
ル
ハ
ム

が
流
通
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

〔貨
幣
の
秤
量
化
〕

マ
ヤ
朝
初
期
に
幣
制
改
革
を
行
い
、
法
定
貨
幣
を
定
め
た
の
で
あ
る

先
述
し
た
如
く
、

‘〉
ーげ
色
白
戸
a

冨
白

E
同
は
ウ

が
、
こ
の
理
由
の
一
つ
は
征
服
地
に
多
種
の
通
貨
が
流
通
し
て
お
り
、

様
準
と
な
る
計
算
貨
幣
を
設
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
租
税
徴
枚
の
簡
素
化
に
は
計
算
貨
幣
が
必

要
不
可
飲
で
あ

っ
た
。
し
か
る
に

一
O
J
一
一
世
紀
に
お
い
て

こ
の
計
算
貨
幣

は
そ
の
機
能
を
失
し
、

秤
量
貨
幣
化
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
先
に
述
、へ

た
購
買
力
の
異
な
る
地
方
的
雑
種
貨
幣
の
流

通
と
、

鋳
貨
技
術
の
未
成
熟
と
い
う
事
よ
り
推
定
し
う
る
の
で
あ
る

が
‘
あ
え
て
史
料
的
裏
付
け
を
す
る
な
ら
、

チサ

ッ
ラ
l
フ
は
一
つ

の
袋
か
ら
ω
0
0
門出口

R
を
秤
り
(当白
N
田口問
)
・

つ
い
で
、
別
の
袋
よ
り

g
O門
出
岳
山
自
を
秤
っ
て
私
に
く
れ
たク

ま
た
、
叶
山
江
区
回
目
巾・

ρ
0
5
5
の

宮
町
σ同門医

に
闘
す
る
記
述
の
中

多
秤
量
(
d

司白
N
田口
)
や
詰
金

の
手
数
料(.)

(口問
m
F白色
一)

フ

と
い
う
記
述
よ
り
、
そ
れ
が
確
謹
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
首
時
の
イ
ス
ラ
l
ム
枇
曾
に
お
い
て
は
本
位
貨

と
し
て
の
デ
ィ
ナ
ー
ル
、
デ
イ
ル
ハ
ム
の
併
存
、
地
方
的
雑
種
貨
幣

-26-

の
流
通
、
秤
量
貨
幣
化
と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
こ
そ
貨
幣
取
扱
資
本
家
と
し
て
の
雨
替
商
存
立
の
前
提
傑
件
で

あ
り

か
っ

、
雨
替
商
の
利
潤
搾
出
の
必
要
篠
件
で
も
あ
っ
た
。

カ
リ
フ
政
艇
は
圭
地
方
の
租
税
の
賦
謀
、
軍
人
、

官
吏
の
俸
給
の

支
出
な
と
、
す
べ
て
法
定
の
計
算
貨
幣

(
デ
ィ
ナ
ー
ル
だ
て
)
|

|

観
念
的
に
存
し
た
も
の
ー
ー
で
な
し
て

い
た
が
、
貫
際
の
支
出
は
流

通
界
に
あ
る
貨
幣
で
行
な
わ
れ
、
ま
た
地
方
よ
り
迭
ら
れ
て
く
る
租

税
も
地
方
的
通
貨
で
あ

っ
た

d

よ
っ
て
、
計
算
通
貨
の
デ
ィ
ナ
ー
ル

も
し
く
は
デ
イ
ル
ハ
ム
に
換
算
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
云
い
換
え
れ

ば
、
各
地
の
通
貨
に
詳
し
い
貨
鰐
取
扱
業
者
の
力
を
か
り
な
く
て
は



な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
財
務
官
的
性
格
を
有
す
る
貨

幣
取
扱
資
本
家
存
立
の
前
提
篠
件
が
存
す
る
。

つ
い
で
、
高
利
貸
付
資
本
成
立
の
前
提
傑
件
に

つ
い

τで
あ
る
が、

本
稿
は
商
品
取
引
資
本
と
し
て
機
能
し
た
高
利
資
本
は
そ
の
封
象
と

た
だ
カ
リ
フ
政
膳

へ
の
貸
付
の
み
を
扱

っ
て
い
る
の

で
、
商
業
界
の
貫
航
、
生
産
構
造
、
商
品

・
貨
幣
流
通
の
扶
態
な
ど

カ
リ
フ
政
願
の
首
時
の
貨
幣
需
要
の
み
を
問
題

し
て
お
ら
ず
、

は
考
慮
外
に
お
き
、

に
し
た
ら
よ
い
。
し
か
し、

と
の
問
題
に

つ
い
て
は
清
水
誠
氏
の
論

放
の
中
に
詳
述
さ
れ
て
い

る
の
で、

た
だ

首
時
の
カ
リ
フ
廷
が
軍

費
、
官
吏
の
給
料
支
出
の
増
大
な
ど
に
よ
り
財
政
難
に
お
ち
い
っ

て

こ
こ
に
政
蝉

へ
の
貸
付
と
し
て
の
高
利
貸
付
資
本
存
立
の
前

提
傑
件
が
存
し
て
い
た
と
い
う
事
だ
け
を
の
べ

て
お
き
、
重
複
を
さ

お
り
、

け
た
い
。

)
 

1
 

(
 

註

円
山
吉
町
の
鋳
造
所
に
つ
い
て
は

回
目

g
r
B
E
N
-
〉・

ω・
ω
Z会
問
的
百
円

r
o
ζ
0
5
g
q
司王
O
H可

。
片
手
巾

Z
g同
何
回
2
5
p
o
ζ
正
門
田
一
巾
〉
四
四
回
・

l
吋
Z
ω
gロ《
U
E

O
同
町
5
2
M冊
目
印

O
町田
O

B
巾
吋
ヨ
u
巾凹

O
同

U
Fロ白門的・一『
D
E

コg
-
o問
予
叩

開

ncロ
ogMn
白ロ乱

ωcnF巳
国

5
0ミ
0同
岳
町

0
1
2門・
H
由

印

由

〈

O
]目

/
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(2) 

H
H
I
M
-

〈

O
ロ

穴

Z
5
2・

F

ゲ三・
2
y
M
∞m
l
l
叶
・
「
九
世
紀
以
前
に
は
、
歳
入
、

歳
出
は
金
銀
二
本
建
で
な
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
後
の
図
家
の
出
納

表
は
す
べ
て
デ
ィ
ナ
ー
ル
だ
け
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

、こ
の
頃
、

財
政
上
に
餐
化
が
お
乙
り
金
本
位
制
に
な
っ
た
。」

‘

ま
た
、
認
定

(

M

玄
仏
・
匂
・
品
品
目
)
-
m，Z
口
Z
-
(
F
Z
L・
唱
-
ω
l
S

F
2
3
P
〉
-
H
N
-
F
2一ur
〉
-
も
そ
の
設
を
遵
守
し
て
い
る
。
し
か
し
、

私
は
呂
田
由
巳
間
口
O
ロ

(vrFL・司・叶・

z
c
Z
H
)
の
「
た
だ
記
帖
を
簡
素

化
す
る
た
め
に
デ
ィ
ナ
ー
ル
だ
て
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
L

と
い
う
設
の

方
が
妥
賞
と
思
う
。

と
-
H
明神白
r-Ew阿

C
S
F
Y白
血
師
同
三
両
白
】
・
呂
田
自
帥
}Hr(回
・
。
・
〉

m
L
σ
可
母

。
om]
巾
宮
・
』
・
)
(
以
下
回
明
神
と
略
記
)
と
与
ロ
出
回
口
一宮
「
穴

gσ

閉
口
弘
片
面
]
・
〉
H

N

(

民
白
己
』
と
略
記
)
に
よ
る
と
会
ロ
副
♂
会
予
曲
目
・
雨

者
と
も
に
行
な
わ
れ
て
い
た
地
方
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ヨ
ゲ
包

(
H
又
-u-M()ω

・-
-
H
M
)
憎
む
曲
一

z
g
w
H，白
-
U
R
U
Sロ
(
同
認
匂
-
M
H
ω

-
-
∞
増
田

E
』
・
司
・

ω∞N
・
Z
・
5
1
8
)
〉
見
守
三
宮
口
・
〉
H

同削
P
〉
円
'

smロ
B
・

C-同y
H
由
N
・
-
7
ω
l
S
な
お
、
】
曲
N
H
S
F
や
イ
ラ
ク
に
つ

い
て
の
記
述
は
な
い
が
玄

u
r
g
E
-
Z
Q口
M
0
8

な
ど
よ
り
雨
者
が

流
通
し
て
い
た
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
軍
人
の
給
料
(
冨

u
r・
H
-

呂
町
)

官
吏
の
給
料

(
ζ
u
r・
ロ
・
∞
ご
な
ど
が
岳
同

E
B
で
支
給
さ
れ
て
い

る
例
は
・
き
わ
め
て
多
く
存
し
、
全
同

Z
B
が
経
済
事
で
い
う
補
助
貨
幣

と
な
っ
た
事
を
示
す
事
例
は
見
笛
ら
な
い
。

同wr同向
山口
r円巾口問
N
;

日ゲ戸内--

品
位
の
差
の
一
例
を
あ
げ
る
な
ら
、
同
町
ロ
ロ
丘
a
剛
山
田
谷
正
時
代
の
岳
ロ
旬

は
八
九

l
九
八
、
七

O
迄
の
も
の
が
存
し
た
。
ま
た
一
般
的
に
エ
ジ
プ

-27一

(3) (5) (4) 



ト
の
会
ロ
削
円
は
良
質
で
あ

っ
た
。

(肘
Y
B
D
r
『2
H
N
-
F
E
・)

H
V
ロ阿ハ
E
-
E
ロ
J
H
k
g

HV
円。忠岡
O
B
Z
巾
♂
可

E
ω--
ゲ
ア

7
向・

ω戸
同

〈

ぬ

と

目

。

、H
，帥
口口
r
z
w
Hハユ
早
口
目
的
一
戸
芸
町
三
・ヨ
E
Y
P
4
田
町
田
耳
同
炉
r
y
『管

内L
・

5
C門

r
E
5・
包
-
r
v『
玄白円
m
o
t
o
E
チ・

OHP
2

E
吋
包己目
-
-
H1

戸口ι

Z
・
ω
〈

c
-
凶
M

内
〈
口
円・ド
ロロ仏
o
p
巴
M

M

(
以
下
吋
ω
ロ
と
略
記
)
司
-

M
O
A
F
-
N
0
.
 

国
mw印白ロ

O
E
B
g
r
同ハ
ユ
帥}UO
吋即日
r
r
o
O
O
B
S
-
m
w
L
・
ω削
戸内日

rz-

但]・0日ロ叶巾
7
0
円削ロf

吋
mLHOH帥ロ

(Hω
印

ω
〉
-
E
・)
(
以
下

吋・0・

と

略
記
也
・

H
E・
7
E
.

Hw
r
H
角川口
r
円巾
己同
N

・-『
F

《凶・

清
水
氏
、
前
掲
論
文
。
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(6) (7) (8) (10) (9) 

サ

ッ
ラ
l
フ

サ
ッ
ラ

l
フ
ぽ
序
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
来
は
雨
替
を
そ
の
本
務

と
し
た
の
で
あ
る
が
、
商
業
の
輩
展
に
仲
い
銀
行
家
的
性
格
を
も
持

つ
に
い
た

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
一
世
紀
の
人
で
イ
ス
ラ

-
ム
圏
を
肱
く
旗
行
し
た

ZhM包
円
日
開

E
8
5
4『
の
披
行
記

ω丘
2

2
同
日
巾
民

の
パ
，ス

ラ
に
お
け
る
記
述
を
み
る
と
、

フ
に
金
な
あ
ず
け

サ
ジ
ラ
l
フ
よ
り

同町同片付

を
受
け
と
る
。

ゴ
」こ

の
商
業
の
取
躍
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
人
々
は
サ
ッ
ラ

l
己a

(1) 

そ
し
て
、
物
を
買
っ
た
時
に
は
そ
の
代
金
支
排
を
サ
ゴ
フ
l
フ
宛

へ
の

出
E
S
F
で
行
う
。

私
が

こ
の
町
に
滞
在
中
、

ω釦吋吋仰向

以
外
は
使
わ
れ
な
か

っ
た
J

剛
内
}
同
白

3・
σ

パ
ス
ラ
で
は
人
々
が
サ

ッ
ラ
I
フ
に
預
金
を
持
ち
、
そ

れ
に
封
し
て
今
日
の
小
切
手
帖
の
如
き
も
の
を
う
け
と
る
。
そ
し
て

つ
ま
り
、

支
掛
の
際
に
は
サ

ッ
ラ

l
フ
宛
へ
の
支
排
指
園
書
を
振
り
出
し
て
い

た
。
す
な
わ
ち
、
サ

ッ
ラ
l
フ
は
預
金
業
務
と
小
切
手
取
扱
業
務
を

行

っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
が
、
ζ

れ
も
首
時
の
通
貨
の
混
乱
と
金
融

制
度
の
護
逮
と
の
必
然
的
蹄
結
と
考
え
ら
れ
る
。

oo 
n
L
 

ま
た
、

小
切
手
取
扱
を
示
す
今
一
つ
の
例
と
し
て

、吋削ロロ百回目
に
、

あ
る
歌
手
が
謝
髄
と
し
て
ル
ク
ア

(
小
切
手
〉
を
え
た
時
の
話
が
出

て
い
る
。

。
そ
し
て
彼
は
私

(
歌
手
)
に

ル
ク
ア

Eρ
民
与
を
か
き
、
私
に

く
れ
た
。
そ
れ
は
サ

ッ
ラ
l
フ
に
王

O
Oデ
ィ
ナ
ー
ル

〔
支
排
う

こ
と
〕
を
命
じ
た
も
の
で
あ

っ
た
J
(
寸
悶
ロ
・司
・
包
ω・ロ
-
E
1
5
)

こ
れ
は
バ
グ
ダ
ー
ド
に
お
け
る
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
サ

ッ
ラ

ー
フ
が
小
切
手

(E
吉
正
乙

で
あ
る
。

を
扱
っ

て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

ま
た

こ
の
つ
づ
き
に



に
そ
の
サ
ッ
ラ
1
フ
を
た
ず
ね
た
P

そ
し
て
彼
に
そ
の
ル
ク
ア
を

差
し
出
し
た
と
と
ろ
、
彼
は
、
「
あ
な
た
が
こ
の
中

(
ル
ク
ア
の
)

に
か
か
れ
て
い
る
名
前
の
人
で
す
か
」
と
き
い
た
。

私
は
「
そ
う

で
す
」
と
言
う
と
、
彼
は
「
あ
な
た
は
私
遠
が
儲
け
る
た
め
に
こ

の
仕
事
を
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
御
存
知
で
し
ょ
う
ね
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
一
デ
ィ
ナ
ー
ル
に
つ
き
一
デ
イ
ル
ハ
ム
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
」

と
言
っ
た
。
。

(
H
，削
ロ・

同

M-
NR
・
ロ
・
品

113

こ
の
記
述
よ
り
吾
々
は
サ
ッ
ラ
1
フ
の
利
潤
抽
出
の
↓
つ
の
方
法

を
具
瞳
的
に
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

サ
ッ
ラ
l
フ
は
現

金
な
ど
の
預
金
を
う
け
る
。
乙
の
時
に
預
金
利
子
を
掛
っ
て
い
た
か

否
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
預
金
に
謝
す
る
支
締
指
圃
書
を
現
金

化
す
る
際
に
手
数
料
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

っ
き
一
デ
イ
ル
ハ
ム
と
い
え
ば
営
時
の
交
換
比
債
は

一
封
二

O
J
二

五
で
あ
っ
た
か
ら
、
五

J
六
%
と
い
う
ζ

と
に
な
り
、
も
し
ζ

の
小

一
デ
ィ
ナ
ー
ル
に

切
手
取
扱
業
務
が
パ
ス
ラ
に
お
け
る
如
く
、

え
て
よ
い
な
ら
、
手
，数
料
か
ら
の
牧
入
は
サ
ッ
ラ
l
フ
の
利
潤
抽
出

一
般
化
し
て
い
た
と
考

29 

の
一
つ
の
大
き
な
源
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
以
上
は
サ
ゴ
フ
1
フ
の
預
金
引
小
切
手
取
扱
業
務
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
が
そ
の
蓄
積
し
た
貨
幣
を
商
業
資
本
と
し

て
コ
ン
メ
ン
ダ
な
ど
に
投
下
し

τは
い
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、
消
費

貸
付
と
い
う
形
で
高
利
貸
付
に
縛
化
し
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
貼
に

閥
し
、
そ
れ
を
具
憧
的
に
示
し
て
く
れ
る
史
料
は
見
出
し
て
い
な
い

カ2

。甲
山
富
町
白
日
・
ロ
自
己
白
色
・
国
曲
目
白
仏
削
旦

が

切山相川町円
四川町門凶

で
k
p口
比
H
1

M
W
F
d
自
由
同町

で
あ
っ
た
時
(
九
四

一1

ニ
)
サ
ッ
ラ
l
フ
達
が
高

利
を
え
て
い
る
と
い
う
事
そ
き
い
た
の
で
、
彼
ら
を
呼
び
、
訓
告

し
、
以
後
、
高
利
を
と
ら
な
い
よ
う
に
誓
わ
せ
た
。

サ
ッ
ラ
l
フ
遣
が
、
雨
替
、
商
業
活
動
、

預
金
な
ど
に

ny
 

の
'u

と
あ
り
、

よ
っ
て
蓄
離
し
て
い
た
も
の
を
、
高
利
資
本
に
轄
化
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
が
伺
い
知
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
カ
ン

プ
ソ

l
レ
ス
の
如
く
に
振
替
業
務
左
も
行
な
っ
て
い
た
か
否
か
に
つ

い
て
は
、
何
ら
の
資
料
も
な
い
が
首
時
の
手
形
流
通
の
肢
態
、
さ
ら

に
、
経
済
的
に
は
サ

f
フ
l
フ
と
ほ
ぼ
同
じ
機
能
を
果
し
て
い
た
ジ

ャ
フ
バ
ズ
が
振
替
業
務
も
行
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど
か
ら
、

サ
ッ
ラ
l
フ
も
こ
れ
に
闘
輿
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

注
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σ・
同
盟
国

HHρ
ロ
5
5聞
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
は

財
政
文
書
や
他
の
多
く
の
枇
曾
経
糟
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
使
う
の
も
そ
の
中
の
二
つ
、
す
な
わ
ち
、
納
税
民
の
手
に
な
る
も

の
と
、
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
カ
リ
フ
に
遺

っ
た
も
の
で
あ
る
。
ζ
ζ

で
は
、

こ
の
二
つ
の
文
書
よ
り
ジ
ャ
フ
パ
ス
が
如
何
に
徴
税
取
立
業
務
に
参

加
し
て
い
た
か
考
察
し
よ
う
。

ま
ず
r

、
ヅ
ャ
フ
パ
ズ
が
選
任
せ
ら
れ
た
経
過
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ジ
ャ
フ
パ
ズ
で
あ
る

K
F伊

E
m丘一

σ・阿国}い帥
n-

〉
ロ
B
B
H
が
カ
リ
フ

に
あ
て
た
徴
税
請
負
の
契
約
文
書
の
胃
題
に
、

ゴ三

O
年
(
C
N
N
k
r
・
。
・
)
と
前
年
の
滞
納
分
の
ク
ム
地
方
ハ

ラ
1
3
A
と
デ
ィ
ヤ

l
ウ
を
集
め
る
権
限
を
持

っ
た
カ
リ
フ
の
ア

ー
ミ
ル

K
F日
間

σ・
冨
ロ

g
B自
主

σ・
ωmkFH

は
、
納
税
民
か
ら
そ

れ
ら
を
完
全
に
徴
牧
し
え
な
い
こ
と
を
知
り
、
徴
税
を
ジ
ャ
フ
パ

そ
こ
で
彼
は
納
税
民
に
、

ズ
に
委
託
し
よ
う
と
考
え
た
。

ジ
ャ
フ

『
吾
々
は
某
々
を
選
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
吾

々
は
彼
を
保
誼
し
、
彼
の
所
有
に
な
る
も
の
〔
郎
ち
、
彼
の
集
め

パ
ズ
を
選
任
し

る
額
〕
を
保
護
致
し
ま
す
』
と
書
く
よ
う
に
命
じ
た
。

そ
こ
で
、
ひ
ヤ
フ
パ
ズ
を
選
任
し
、

J

カ
リ
フ
に
謝
す
る
ジ
ャ
フ
パ

31 

ズ
と
税
額
の
保
護
書
そ
か
く
た
め
に

す
べ
て
の

者
が
集
ま
っ

R

-

。

争
L
n
e

(、吋・

ρ
・
℃
・
ロ
ω・ロ・

5
l
H∞〉

ま
た
一

方
、
納
税
民
が
カ
リ
フ
の
ム
ク
タ
デ
イ
ル
に
あ
て
た
文
書

に
は
、。

ク
ム
の
ハ
ラ
ー
ジ
ュ

や
デ
ィ
ヤ

1
ウ
の
徴
牧
に
た
ず
さ
わ

っ
て

い
る
ア

I
E
ル
某
々
は
、
ク
ム
の
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
や
デ
ィ
ヤ

l
ゥ
、
ま

た、

ζ

れ
ら
に
附
属
す
る
も
の
〔
附
加
税
〕
に
責
任
を
も
っ
ジ
ャ

フ
パ
ズ
を
選
ぶ
よ
う
に
、
吾
々
に
要
請
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
、
首
時
の
習
慣
で
あ
り
、
ジ
ャ
フ
パ
ズ
を
選
び
、彼
を
保
護
し
、

彼
が
責
任
を
果
し
う
る
正
首
な
額
を
保
護
す
る
の
は
、
吾
々
の
義

務
で
あ
る
。
そ
こ
で
吾
々
は
某
々
を
ひ
ャ
フ
パ
ズ
に
選
び
彼
を
任

-31ー

命
し
た
J

(、H
J

C

・匂

-EC・
ロ
・
民
l
N
N)

す
な
わ
ち
、
徴
税
の
責
任
者
た
る
ア
l
ミ
ル
は
直
接
徴
税
に
あ
た

と
れ
を
第
三
者
に
委
託
し
た
。
こ
の
場
合
、
納
税
民
に
自
主

ら
ず
、

的
に
請
負
人
を
選
ば
せ
、
ア

l
E
ル
が
彼
に
徴
税
醐
慨
を
委
譲
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
請
負
人
に
選
ば
れ
た
も
の
が
ひ
ャ
フ
パ
ズ
と
帯
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
習
慣
は
翠
に
ク
ム
一
地
方
の
み
に
行
な
わ
れ
て
い
た
も
の
で

は
な
くワ

Lノ

ト
の
y 

ヤ

フ
ノて

子何
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。
ァ
フ
ワ

l
ズ
の
ジ
ャ
フ
パ
ズ
ψ

(

富
山白】同・

ω
お
)

な
ど
の
表
現
の
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
、
こ
れ
が
他
の
地
方
で
で
も
行

な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

ジ
ャ
フ
パ
ス
よ
り
カ
リ
フ
へ
の
文
書
の
つ
づ
き
に
、

多
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
を
(
納
税
民
が
)
納
め
に
来
た
時
に
、
私
(
ジ
ャ
フ

つ
い
で
、

パ
ス
〉
を
監
闘
す
る
た
め
に
納
税
民
の
た
め
に
お
か
れ
た
書
記
の

前
で
、
私
は
受
取
を
か
き
、
そ
の
受
取
の
中
に
日
時
を
か
き
こ
む

そ
し
て
、
書
記
も
そ
れ
を
記
帖
し
、
私
が
そ
の
記
録
を
集
計
、
捺

印
し
た
の
ち
、
デ
イ
ワ

l
ン
〔
地
方
政
麟
の
り
吉
凶
口
問

Z
P白芯』〕

へ
迭
付
す
る
。
徴
税
し
た
金
は
、
そ
の

〔
デ
イ
ワ

l
ン
〕
ハ
ジ

l

ナ

〔
財
庫
〕
や
バ
イ
ト
ル

・
マ
1
ル

〔
国
庫
〕
へ
迭
付
が
命
じ
ら

れ
る
と
、私
は
そ
れ
ら
を
迭
金
す
る

J
(H
P
H
V-H巴
・ロ
・
ア
ロ
)

す
な
わ
ち
、
こ
の
資
料
よ
り
①
ジ
ャ
フ
パ
ズ
の
も
と
に
は
ア

1
2

ル
よ
り
書
記
が
仮
遇
さ
れ
て
い
た
。
①
ジ
ャ
フ
パ
ズ
は
徴
税
額
と
そ

の
日
時
を
記
入
し
た
記
録
だ
け
を
、
地
方
政
願
に
届
け
た
。
③
一
方
、

徴
税
し
た
金
は
一
時
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
保
管
し
、
ア
l
E
ル
の
指
示
に

よ
っ
て
こ
れ
を
地
方
政
腐
の
財
庫
や
国
庫
に
迭
付
し
た
。

と
い
、
っ
こ

と
く
に
、
公
金
の
一
時
保
管
と
公
金
輪

と
い
う
面
に
注
目

し
な
く
て
は
な
ら
な

と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

迭
も
委
託
さ
れ
て
い
た
、

ぃ
。
ま
た
、

多
そ
れ
〔
徴
枚
さ
れ
た
税
金
〕
は
辰巳ロ

σ・
冨
己
一戸田
5
5包
〔ア
l

ミ
ル
〕
や
そ
の
官
吏
の
霊
行
し
た

回
月
段
〔
支
排
指
国
書
〕
の
支

(
、

H
・
C
・
℃

-Haw---
NNl
Nω〉

排
に
も
使
わ
れ
る
J

と
あ
り
、
保
管
し
て

い
る
公
金
に
封
し
て
振
出
さ
れ
た
支
榔
指
圃

書
の
支
榔
に
も
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
態
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
徴
税
業
務
に
謝
す
る
手
数
料
に
つ
い
て
、

多
秤
量
や
試
金
の
手
数
料
、
そ
の
他
の
手
数
料
は
カ
リ
フ
の
歳

入
か
ら
は
差
し
引
か
な
い
。
ま
た
、
国
庫
へ
迭
金
す
る
さ
い
の
駄

-32ー

献
を
は
じ
め
迭
金
に
要
す
る
費
用
な
ど
は
ス
ル
タ
ン
の
も
の
か
ら

は
差
引
か
ず
、
納
税
民
よ
り

国
2
Gam-EFσ
包
冨

秤
量
の
手
数

こ
れ
に
あ
て
る
。
も
し
、
こ
れ
に
徐
剰
が
出
る
よ

料
を
徴
牧
し
、

う
な
場
合
に
は
、
そ
れ
は
コ
二

O
年
の
ハ
ラ
ー
ジ
ュ
と
と
も
に
園

庫
に
迭
る
(
吋
・ρ
・
同
】
・
出
品

L-
-
E
lNN)

と
記
さ
れ
て
い
る
。

と
れ
は
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
官
更
で
あ
っ
た
か

否
か
、
を
判
断
す
る
に
恰
好
の
資
料
で
あ
る
と
思
う
。
も
し

i/ 

ヤ

フ
パ
ズ
が
官
更
で
あ
っ
た
な
ら

園
家
ま
た
は
地
方
政
蝉
よ
り
俸

給
の
給
付
を
う
け
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し

ζ

の
記
述
は
そ

れ
を
否
定
し
て
い
る
。

ジ
ャ

フ
パ
ズ
は
給
料
を
え
て
い
た
の
で
は
な



く
、
秤
量
の
手
数
料
と
か

国
怠
門

3
・vvσ
包
冨

な
ど
に
よ
り
報
酬

を
え
て
い
た
の
で
あ
り
、
官
吏
と
は
い
い
え
な
い
。

で
は
、

何
故
に
ヂ

l
ミ
ル
は
そ
の
第

一
の
任
務
た
る
徴
税
を
第

者
に
ゆ
だ
ね
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

中
央
よ
り
の
賦
課
額
は
法
定
の
貨
幣
軍
位
で
一
不
さ
れ
て
い
た
が

と
れ
が
地
方
的
遁
貨
の
名
目
債
値
と
一
致
し
な
か
っ
た
こ
と
は
す
で

に
の
ベ
た
遁
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
貰
際
は
徴
税
を
行
う
に
あ
た
っ

て、

ζ

の
賦
課
額
は
そ
れ
に
相
嘗
す
る
純
金
の
量
に
換
算
さ
れ
、
し

か
る
の
ち
に
再
び
そ
の
地
方
の
遁
貨
に
な
お
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
ま
た
、
納
税
民
は
そ
の
地
方
に
流
通
し
て
い
た
多
種
の
貨
幣
を

も
っ
て
納
税
し
た
た
め
、
徴
税
に
あ
た
る
も
の
に
は
、
そ
の
貨
幣
の

貫
質
的
債
値
を
判
定
し
う
る
能
力
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
地

方
政
躍
の
官
吏
で
は
こ
の
複
雑
な
操
作
が
な
し
え
ず
、
た
め
に
ア
1

2
ル
は
徴
税
業
務
を
貨
幣
取
扱
に
な
れ
た
者
に
委
ね
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

ひ
ヤ
フ
パ
ズ
の
利
澗
抽
出
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

片山田同日
H
a

守

ρ
o
g
gの
記
述
で
は
、
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
納
税
民
よ
り

出釦ハ円
ρ
・

0

・yzσ
包
冨

な
ど
の
手
数
料
を
と
っ
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

お

ま
た
、
ζ

の
額
が
い
か
ほ
ど
で
あ
っ
た
か
は
前
記
資
料
か
ら
は
明
ら

つ
ぎ
に
、

か
で
な
い
が
、
こ
れ
が
彼
ら
の
唯

一
の
牧
入
源
で
あ
っ
た
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
先
に
の
ベ
た
免
換
率
の
決
定
は
首
時
の
通

貨
事
情
よ
り
杏
意
的
に
定
め
る
こ
と
も
出
来
、
ぞ
れ
よ
り
不
嘗
な
利

得
も
あ
げ
え
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ζ

れ
は

、
吋
帥
ロ
己
岳
山

、が

。γ
」の

'〔
徴
税
〕
の
仲
介
入
と
し
て
、
二
人
の

ユ
ダ
ヤ
人
の
ひ
ヤ

フ
パ
ズ
は

ア
フ
ワ

l
ズ
の
税
金
か
ら
利
を
え
て
い
た
。
(、H，
RH・

同

M

・∞
u

H

・N
O)

と
い
う
記
述
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
、
推
測
せ
ら
れ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

- 33'ー

も
し
、
徴
税
請
負
に
お
け
る
利
潤
抽
出
が
正
規
の
手
数
料
だ
け
に

よ
ら
ず
、
徴
税
の
さ
い
の
貨
幣
取
扱
に
よ
っ
て
も
な
さ
れ
え
た
と
す

と
の
徴
税
請
負
と
い
う
仕
事
は
利
潤
創
造
に
恰
好
の
仕
事

一
躍
、
納
税
民
の
自
主
的
選
出
に
よ
っ
た
と

る
な
ら
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

い
う
事
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
こ
れ
は
表
面
的
現
象
に
す
ぎ
ず
、
iP 

叶，

P

ヤ
フ
パ
ズ
と
ア

I
E
ル
と
の
結
び
つ
き
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ジ
ャ
フ
パ
ズ
に
は
公
金
の
中
央
へ
の
迭
付
も
そ
の
義
務
の

乙
れ
は
、
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
現
金

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
先
に
見
た
が
、
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輪
迭
を
可
能
に
す
る
手
段
、
能
力
を
具
え
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で

あ
る
。

以
上
の
諸
例
よ
り
、
ジ
ャ
フ
パ
ズ
は
正
式
の
官
吏
で
は
な
く
、
徴

税
業
務
と
そ
れ
に
関
連
し
た
公
金
出
納

公
金
総
迭
を
委
託
さ
れ
て

い
た
貨
幣
取
扱
業
者
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

)
 

1
 

(
 

注

〉

-H内・

ω
-
F曲目
Z
o
p
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k
m凶ロ
色
。
丘
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ロ
仏
℃
ぬ
曲
目
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ロ
昨
日
目
u
m
a
E
W

F
G
ロ向日
o
p
H也
印

ω一-』
U
同

y

台
l

hFmF
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冨
F
m
}
向
田
君

S
Y
--叶
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帥
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戸
『
即

-
E
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目
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円
、
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ロ

ι
D
P
5
8
1
N
H・同・
ω芯・

(2) 

四

カ
リ
フ
廷
に
封
す
る
高
利
貸
付

イ
ス
ラ
1
ム
法
は
高
利
貸
付
を
固
く
禁
じ
、
こ
の
禁
令
(
リ
バ

l

禁
令
)
は
イ
ス
ラ
I
ム
法
の
中
で
か
な
り
の
ウ
お
イ
ト
を
占
め
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
禁
令
に
も
拘
ら
ず
現
質
に
は
擬
制
的
寅
買
契
約
、

利
子
参
加
組
合
、
土
地
そ
の
他
の
質
入
れ
な
ど
を
通
じ
高
利
貸
付
が

行
な
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し

一
O
世
紀
に
も
な
る
と
リ
バ

l
禁
令
は
名
固
化
し

ま
た
、
政
務
を
司
る
ワ
ジ

l
ル
が
、
こ

の
リ
バ

l
禁
令
の

過
程
を
通
じ
貨
幣
取
引
を
濁
占
す
る
に
至

っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
よ
り
、
高

り
フ
が
、

利
を
掛
い
借
金
を
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

一
O
世
紀
初
頭
の
園
家
財
政
は
、
増
大
す
る
官
吏
、
軍
人
の
俸
給

支
梯
の
た
め
常
に
不
安
定
で
あ
り
、
こ
の
財
政
危
機
を
切
り
抜
け
る

一
時
的
な
手
段
と
し
て
王
領
地
の
買
却、

個
人
財
産
の
一

方

的
波
枚
、
役
職
の
買
買
、
徴
税
官
よ
り
税
金
の
前
納
な
ど
の
手
段
を

講
じ
た
が
、
こ
の
外
に
財
政
危
機
を
切
り
ぬ
け
る
手
段
と
し
て
と
ら

た
め

れ
た
の
が
、
税
金
を
揖
保
と
す
る
借
款
と

ジ
ャ
フ
パ
ス
よ
り
の
借

款
で
あ
る
。

サ

ビ

の
侍
え

る
と
ζ 

ろ

よ
る
と(3)

ム
タ
デ
ッ

ト
が
カ
リ
フ

-34ー

に
就
任
し
た
時

〈
八
九
二
年
)

ワ
ジ

l
ル
は
あ
る
人
か
ら

あ
る

地
方
の
税
金
を
携
保
に

8
0
0
門
出
口
昨
借
り
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
カ2

乙
の
傾
向
は一

O
世
紀
に
入
る
と
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
り

本
稿
の
中
心
課
題
た
る

ジ
ャ

フ
パ
ズ
が
帝
室
貸
付
に
大
き
な
ウ
ェ
イ

ト
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

4

ワ
ジ

l
ル
の

F
ロ，
mH・司

R
営

は
官
吏
の
給
料
支
抑
の
た
め
の

財
源
そ
う
る
た
め
に

k
p
ya宅
問
N
一
の
ジ
ャ
フ
パ
ズ
で
あ
る
ユ
ダ
ヤ

カ

人
の
J
円

U
日
戸
同

σ・
司
自
富
田
を
呼
び
一
カ
月
分
の
給
料
支
抑
相
嘗

難
泣
す
る

JE由
民
そ
説
き
伏
せ
、
借

額
の
借
款
を
申
し
と
み
、

款
を
う
る
こ
と
に
成
功
し
た
J

(ω
帥

σ』同
v
-
H
U
1

∞〉



ク
ワ
ジ

l
ル
の
が
'
ロ

σ・
尚
悶
仰
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
ジ
キ
ヲ
パ
ズ
で
あ

る
国
昨
ロ
ロ

σ
-
H
B
Eロ
と

JE由
民
を
呼
び

「
汝
ら
は
、
汝
自
身
と
子
供
に
加
え
ら
れ
る
刑
罰
を
避
け
た
い
と

は
思
わ
な
い
か
。
:
:
:
私
に
は
毎
月
六
日
迄
に
軍
隊
に
支
梯
ら
わ

ね
ば
な
ら
な
い
金
が
必
要
な
の
だ
。
そ
れ
は
毎
月
三
高
門
出
口
昨
ほ

ど
だ
が
私
に
は
月
始
め
て
二
日
の
う
ち
に
そ
れ
を
調
達
し
え
な

だ
か
ら
毎
月
始
め
に
、一

五
高

円
同
町
宮
曲
目
借
し
て
ほ
し
い
。

勿
論
、
〉
y
d乱
N

の
牧
入
か
ら
そ
れ
だ
け
の
も
の
は
返
済
し
う
る

は
ず
だ
か
ら
。
L

し、二
人
の
ジ
ャ
フ
パ
ズ
は
、
な
か
な
か
こ
れ
を
承
諾
し
よ
う
と
は
し

な
か
っ
た
が
、
ワ
ジ

1
ル
は
二
人
が
同
意
す
る
ま
で
読
き
つ
づ

け
、
そ
し
て
承
諾
を
う
る
や
、
早
々
に
使
を
遣
わ
し
、
そ
の
金
を

(ω
S
F
3・
g
l巴
〉

と
の
二
つ
は
と
も
に
出
己
川
口
曲
目
aω
包
ど
の
侍
え
る
も
の
で
あ
る
。

ワ
ジ

l
ル
は

kryd乱
N

の
ジ
ャ
フ
パ
ズ
(
ア
フ
ワ

l

と
り
に
行
か
せ
た
J

す
な
わ
ち
、

ズ
の
徴
税
請
負
人
〉
よ
り
、
そ
の
税
金
を
揖
保
に
借
款
を
え
て
い
た

の
で
あ
る
。

で
は
、
と
の
よ
う
な
場
合
、
利
子
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か

35 

ミ
ス
カ
ワ
イ
ヒ
に

。
ワ
ジ

l
ル
は

H

仏
E
r・
に
つ
き

H

色町宮川
WE

て
い
る
利
子
歩
合
で
、
徴
税
官
よ
り
そ
の
歳
入
を
前
借
り
し
た
J

の
習
慣
に
な
っ

(冨訪日向・同・
N
N
C
)

ま
た。

黒
人
冨
旦
毘
は
た
び
た
び
ワ
ヨ

l
ル
の
カ
ル
ワ
ダ
ニ
ー
を
訪

れ、

切削凶円』門出

や
他
の
者
の
金
を

H

門
出
口
町

に
つ
き

H
a
-門町
Mmロ]戸

の
利
子
率
で
か
し
た
。多

(冨
-
m
w
-
H
・
N
H
ω
)

と
あ
り

こ
れ
ら
よ
り

首
時
の
利
子
率
は
同
門
出
口
昨
に
つ
き

ζ

こ
の
徴
税
官
が
ひ

ャ
フ

パ
ズ
を
意
味
し
た
も
の
か
、
否
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
徴
税
宮
で
す

ら
高
利
を
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
ジ
ャ

フ
パ
メ
の
帝
室
貸
付
の
さ
い

同
門
同
町
宮
回
目

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

-35ー

に
も
同
様
に

H

門
出
口
昨

に
つ
き

一戸門出同町田
-B
の
利
子
を
要
求
し
て

い
た
も
の
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
額
は
ミ
ス
カ
ワ
イ

ヒ
が

4

習
慣
と
な
っ
て
い
る
。

(
釦
目
白

と
述
べ
て
い
る
よ
う

自
由
自
国
己
〉

に
、
通
常
利
子
率
と
考
え
て
よ
い
。

つ
ぎ
に
、
同
色
宮
川
町
に

つ
き

同
色
町

E
g
と
い
う
額
は
そ
れ
が
年

車
位
の
も
の
か
、
月
毎
の
も
の
か

乙
の
資
料
だ
け
で
は
判
然
と
し

な
い
が
、
第
一
に
ス
フ
タ
グ
ヤ

(
手
形
〉
割
引
の
さ
い

一
月
に
H

門法ロ帥円

に
つ
き

H

仏昨日戸曲目

支
梯
ら
っ
て
い
る
と
い
う
ζ

と
ハ
後
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述
〉
、
第
二
に
、
同
仏
庄
町

を

白
色
吋
町
田

g
と
換
算
す
れ
ば
、
こ
の

利
子
率
は
年
に
六
分
七
匝
弱
と
な
り
、
高
利
を
特
徴
と
す
る
前
期
的

こ
れ
を
年
毎
の
も
の
と
す
る
事
は
安
嘗

資
本
下
の
利
子
率
と
し
て
、

F
、
ょ
、

。

サ

J
'ν

以
上
、

二
つ
の
理
由
よ
り
、
私
は
こ
れ
が
月
毎
の
も
の
で

あ
り
、
そ
の
利
子
率
は
六
分
七
厘
、
年
率
に
し
て
、
約
八
割
で
あ

っ

た
と
考
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
利
子
率
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
三

O
%
で
あ

っ
た
と

す
る
読
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

冨
巾N
-

冨
田
明
白
』
関
口
o
p
〈
。
ロ
民

2
5
2

な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

〈
O
口

開

5
5
2
は
、
論
擦
と
な
る
資
料
を
あ
げ
て
い
な
い
が

冨巾
N

は
、
ス
フ
タ
ジ
ャ
の
割
引
率
を
も
っ
て
貸
付
利
子
と
し
て
い

先
に
あ
げ
た

同
島
ロ
常

に
つ
き
〈
晶

る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

門出門町田自

を
通
常
利
子
率
と
考
え
、
さ
ら
に
、

H

門
出
口
町
を

E
e円
-

V
白日
と
計
算
し
て
、
三
O
%
(
年
)
な
る
数
値
を
導
き
出
し
て
い
る

が
、
こ
の

〈
&
《
出
岳
同
自

な
る
も
の
は
決
し
て
通
常
の
利
子
で
は
な

く
、
ま
た
、

一
封
一
O
と
い
う
交
換
比
債
は
法
理
論
家
が
理
想
と
し

た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
デ
ィ
ナ
ー
ル
と
デ
イ
ル
ハ

ム
の
交
換
比
債
を
正

し
く
侍
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る

よ
っ
て、

冨
自
の
年
三
O

私
設
は
、
嘗
時
の
利
子
率
を
正
し
く
停
え
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。

1又

k
r
y宅
配

の
税
金
を

富田回目日関口
O
ロ
は

「
毎
月
第
一
週
に

措
保
に
銀
行

Q
田町

σ田
舎
)
よ
り
金
を
借
り
た
。
そ
れ
は
、
年
三
O

%
の
利
子
で
ス
フ
タ
ジ
ヤ
に
よ
っ
て

バ
グ
ダ
ー
ド
の
商
人
よ
り
貸

付
を
、
つ
け
る
よ
り
も
、
ま
た
、
貨
幣
を
悪
錦
す
る
よ
り
も
園
庫
に
と

①
リ

ャ
フ
パ
ス
が
貸
付
け
る
際

に
は
、
利
子
な
し
か
、
叉
、
年
三
O
%
以
下
で
あ
り
、

②
商
人
左
遁

つ
て
は
有
利
だ
っ
た
。」
と
の
ベ

、

し
て
ス
フ
タ
ジ
ャ
を
権
保
に
貸
り
る
時
に
は
、
年
利
三
O
%
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
①
の
ジ
ャ

フ
パ
ズ
に
よ
る
貸
付
の
さ

い
無
利
子、

低
利
子
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
先
記
の
通
り
考
え
ら

れ
な
い
し
、
①
の
ス
フ
タ
ひ
ャ
を
割
引
い
た
の
は
商
人
と
な
っ
て
い

- 36ー

る
が
、
こ
の
商
人
こ
そ
、
後
に
も
の
べ
る
よ
う
に
ジ
ャ
フ
パ
ズ
な
の

で
あ
る
。
ま
た
、
三
O
MW
な
る
数
値
も
、

冨
日
と
同
じ
方
法
で
導
き

出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が

乙
れ
も
上
記
の
理
由
に
よ
っ
て
承
服

し
え
な
い。

よ
っ
て
、
私
は
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
税
金
措
保
に
貸
付
け
た
さ
い
に
も
、

通
常
利
子
率
(
同
門
出
口
常

に
つ
き

H

岳
吾

gM〉
を
請
求
し
て
い
た

も
の
と
考
え
る
。

つ
νさ
に

ひ
ヤ
フ
パ
ズ
と
カ
リ
フ
廷
と
の
結
び
つ
き
に
言
及
し
ょ

、「
ノ。



ジ
ャ
フ
パ
ズ
は
後
に
考
察
す
る
よ
う
に
、

ワリ
ν
l
ル
な
ど
の
金
を

預
か
っ

て
い
た
。

ワ
ひ

1
ル
の
更
迭
の
際
に
、
新
任
の
ワ

y
l
ル
は

前
任
者
の
財
産
を
調
べ
罰
金
を
課
す
の
が
常
で
あ
っ
た
。
乙
の
時
前

任
者
の
ジ
ャ
フ
パ
ズ
を
呼
び
出
し
、
そ
の
隠
匿
財
産
を
追
求
す
る
の

で
あ
る
が
、
も
し
不
嘗
な
金
を
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
預
か
っ
て
い
た
場
合

に
、
預
金
主
た
る
ワ
ツ
ー
ル
や
高
級
官
吏
は
多
額
の
罰
金
を
課
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
一
方
ジ
ャ
フ
パ
ズ
は
不
聞
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
ひ
ャ
フ
パ
ズ
の
財
源
が
園
家
財
政
に
と
り
魅
力
あ
る
も

の
で
あ
っ
た
事
を
物
語
る
も
の
だ
と
思
う
。

タ
l
ヌ

l
ヒ
に

多
ス
ル
タ
ン
は
彼
ら
〔
ジ
ャ
フ
パ
ズ
〕
を
失
脚
さ
せ
よ
う
と
は
思

わ
ず
、
彼
ら
に
ジ
ャ
フ
パ
ズ
の
地
位
を
保
た
せ
た
。
必
要
な
場
合

に
商
人
達
は
ジ
ャ
フ
パ
ズ
を
遇
し
て

ヲ
ツ
ー
ル
に
金
を
貸
し
て

い
た
。
も
し
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
失
脚
し
、
商
人
達
と
取
引
の
な
い
も

務の
トま カ2
停ジ
頓ャ
しフ
てパ
しズ
まに
うな
でる
あよ
ろう
うれ)な
v と

と
カ2

あ
れ
』ま

カ
リ
フ
の
政

と
い
う
記
述
が
あ
り

こ
れ
よ
り
商
人
資
本
の
介
在
者
と
し
て
の

37 

ジ
ャ
フ
パ
ズ
の
寄
在
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
す
な

カ
リ
フ
、
商
人
雨
者
の
信
用
を
有
す
ジ
ャ
フ
パ
ズ
は
、
自
己

わ
ち
、

の
金
を
貸
し
た
の
み
な
ら
ず
、
商
人
の
金
も
園
家
に
融
資
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
あ
れ
ぽ
ζ

そ、

カ
リ
フ
廷
は
ひ
ヤ

フ
パ
ズ
に
封
し
て
表
面
的
に
は
借
款
の
強
制
を
行
な
っ
て
は
い
る

が
、
貫
質
的
に
は
ジ
ャ
フ
パ
ズ
の
資
金
、
そ
の
信
用
に
頼
り
、
と
れ

に
政
治
権
力
で
も
っ
て
強
盤
を
加
え
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
一
方
、
ジ
ャ
フ
パ
ズ
と
し
て
も
そ
の
信
用
を
利
用
し
、
商
人

よ
り
遊
休
資
金
を
集
め
、

そ
れ
を
カ
リ
フ
に
貸
ー
付
け
る
ζ

と
に
よ

り
、
王
侯
貸
付
に
は
必
ら
ず
つ
き
も
の
の
特
樺
を
享
受
し
、
盆
h

ベそ

の
経
済
的
な
力
を
強
め
て
い

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お

ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
帝
室
貸
付
の
み
な
ら
ず
、
商
業
資
本
と
し

- 37一

て
企
業
信
用
も
行
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、

今
の
所
そ
れ
を
具
盤
的
に
示
す
資
料
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。

)
 

1
 

(
 

註

り
パ

l
H
N
F
V
円
と
は
高
利
の
こ
と
で
あ
る
が
戸

イ
ス
ラ
l

ム
法
に
お

け
る
高
利
の
概
念
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
と
は
庚
義
氏
解
醐
輔
さ
れ
、
反

封
給
附
な
し
に
得
ら
れ
る
す
べ
て
の
利
盆
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

コ
ー

ラ
ン
で
は
三
の
一
二
五
、
三

O
の
三
八
、
二
の
二
七
六
|
二
八

O
、
四

の
一
五
八

l
一
六

O
げ
い
こ
の
禁
令
が
出
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

宮
市

n
g
期
で
は
な
く
、
宮

E
5陪
期
に
腐
し
て
い
る
所
よ
り
、

7

ホ

メ
ッ
ト
が
呂
町
仏
一
一
宮
由
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
理
論
と
質
践
を
知
悉
し
た

こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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口町・

ω
7
0
H同
巾
円
肘

D
a
n
-o司
白
色

5

0

同日∞
F
P
戸
巴
《
凶
巾

HHU

コ『
ω

の
項

(σ
可
・
】
・

ω
n
y
EHY円
)

ヨ
ハ
ネ
ス

・
ク
ラ
ウ
ス
回
数
の
経
済
倫
理
。
一
九
四
四
。

匂
広

nr
mf
o
間以・口一
昨・司司・
N
H
I
N
N
-

ω附
『

r
E
i
己・

γ白
内
N
W
O
匂

-nx
・司・

A
F

印九日・

7
向
白
即
日
回
関
口
ロ
ロ
・

。
円
y
n
FH
・司・印・

4
0
口
同
日
目
巾
H
U
D
唱

-nF
HU・ω宏・

ゲ
]
曲ヨ一
円
。
三
Z
H
P
H
由日申・日
y
印。印・呂
R
m
o
r
o
E
F
の
郁
剤
師
参
照
。

)
 

内ソ“(
 

)
 向

。(
 

)
 

4
 

(
 

)
 

5
 

(
 

)
 

nnv 
(
 

)
 

η
t
 

(
 

五

替

業

振

務

さ
て
、
五
口
々
は
す
で
に
ひ
ャ

フ
パ
ズ
が
税
金
の
中
央
へ
の
迭
付
に

も
闘
興
し
て

い
た
の
を
見
て
来
た
が
、
こ
こ

で
は
そ
れ
に
関
連
し
た

ジ
ャ
フ
パ
ズ
の
振
替
業
務
に

つ
い
て
言
及
し
よ
う。

富
山
田
同
門
担
当
包

E
に、

zk戸
口
ぴ
・

4
凹
仙
〔
カ
リ
フ
、

冨
ロ
門
出
同
白
色
町

の
ワ
ツ

l
ル〕

が
失
脚

し、

目
出
回
目
・
冨
ロ
G
S
F
が
ワ
ジ

l
ル
に
な
っ
た
時
、
彼
は
各
地
に

租
税
の
迭
付
を
命
じ
た
。

〉何回訓司削
N

の
徴
税
官
は
そ
の
命
令
が
と

ど
く
や
、
三

O
高

岳
岳
町
吉
岡

の
ス
フ
タ
ジ
ャ
を
迭
り

ロ戸
H
H
A戸
田
町

は
そ
れ
に
よ
‘っ
て
園
政
を
途
行
し
え
た
J

(
冨
町
田
内
・
同-
H
∞
叶
)

す
な
わ
ち
、
地
方
政
蝉
は
中
央
へ
税
金
を
迭
る
場
合
、
現
迭
に
よ

る
ほ
か
、
盗
難
を
避
け
る
た
め

ま
た
、
迭
金
の
迅
速
化
を
は
か
る

た
め
に
ス
フ
タ
ジ
ャ

を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ス
フ
タ
ジ
ャ

に

よ
る
迭
金
は
上
記
〉
}
阿
君
貯

の
み
な
ら
ず
、同吋

mF2・
Hm
p
z
p
東

方
諸
州

エ
ジ
プ
ト
な
と
、
庚
く
各
州
か
ら
中
央

へ
の
迭
付
の
便
に

供
さ
れ
、

ま
た
、
こ
れ
の
利
用
も

烈日
E
d『昨日
NB-
が
行
政
用
語
語

葉
集
で
あ
る
ク
知
識
の
舘
e

の
中
で
、

と
し
。
と
い
っ
て

い
る
ほ
ど
一
般
化
し
て

い
た
ら
し
い
。

タ
ス
フ
タ
ヅ
ャ
は
周
知
の
ご

ζ

の
章
で
は
、

租
税
の
迭
付
を
扱

っ
て
い
た
ジ
ャ

フ
パ
ズ
と
こ
の

ス
フ
タ
ジ

ャ
の
結
び
つ
き
を
考
察
し
、
そ
れ
よ
り
振
替
業
者
的
性
格

- 38ー

を
も
有
す
る
ジ
ャ
フ
パ
ズ
に
つ
い
て
考
究
し
よ
う
と
思
う
。
し
か
し

ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
ス
フ
タ
ジ
ャ
の
取
扱
を
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
具
髄

的
資
料
は
未
だ
み
あ
た
ら
ず
、

こ
こ

で
は
ス
フ
タ
ジ
ャ
の
経
済
的
機

能
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
手
形
の
一
種
な
る
こ
と
も
断
じ
た
の
ち
、

ひ
ャ
フ
パ
ズ
と
ス
フ
タ
ジ
ャ
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
推
察
を
加
え
る

こ
と
と
す
る
。

ス
フ
タ
ジ
ャ
は
信
用
蹴
、
小
切
手
、
震
替
手
形
と
定
義
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
色
々
は
目
的
の
た
め
に
使
わ
れ
た
ら
し
い
が
、
披
行
者

小
切
手
-

料
的
裏
付
け
を
し
な
が
ら
説
明
し
て
ゆ
乙
う
。

迭
金
矯
替
、
震
替
手
形
と
し
て
の
機
能
を
、
そ
れ
ぞ
れ
史



ま
ず
第
一
に
旗
行
者
小
切
手
の
如
く
に
使
わ
れ
た
例
で
あ
る
が

、H
，一釦
ロ
回
目
同
何
回
目

に

タ私

〔k
r
v宅
配

の
徴
税
人

目
ロ

k
r
z
k
r
g円〕

は
そ
の
夜

ロ
を
ま
と
い

馬
に
の
っ
て
二
人
の
召
使
い
と
案
内
人
を
つ
れ

goo
門
出
口
町
の
ス
フ
タ
ひ
ャ
以
外
何
も
も
た
ず
に
逃
げ
.出
し
た
。

(
吋
間
口
-
H
O
KH一)

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

F
ロ

KFE
〉

E
H
は

g
g
門
出
口
町

の
ス

フ
タ
ジ
ャ
だ
け
を
も
っ
て
、
各
地
を
逃
げ
ま
わ
る
こ
と
が
出
来
た

換
言
す
れ
ば
、
こ
の
ス
フ
タ
ジ
ャ
は
、
旗
先
で
現
金
と
す
る
事
が
可

冨
自

の
引
用
せ
る

能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ゼ
向
田
町
山
門
町
釦
】
・

ま
た
、

d
目的問。

に
よ
る
と
、
あ
る
撃
者
は

goo
色町月岡田自

と
'ス
フ
タ
び
ヤ

を
も
っ

て
ス
ペ
イ
ン
を
披
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
叶
ωロ
ロ
尻
町

は
、
放
行
者
が
凶
器

E
の
あ
る
人
の
所
(恐

ら
く
金
融
業
者
で
あ
ろ
う
)
へ
、

延
梯
の
ス
フ
タ
ヅ
ャ
を
も
っ
て
来

た
話
を
停
え
て
い
る
。

と
れ
ら
の
資
料
よ
り

ス
フ
タ
び
ャ
は
今
日
の
旗
行
者
小
切
手
の

如
く
に
使
わ
れ
た
の
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。

衣
い
で
、
遺
金
矯
醤
と
し
て
の
ス
フ
タ
ジ
ャ
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

39 

つ
い
て
、
殊
に
公
金
迭
付
に
使
わ
れ
た
例
は
枚
翠
に
い
と
ま
な
く
、

こ
の
章
の
胃
頭
に
あ
げ
た

一
例
を
も
っ
て
省
略
し
、
最
後
に
負
債
相

殺
の
用
を
な
し
た
ス

フ
タ
ヅ
ャ
に
言
及
し
よ
う。

ボ

、吋回口
U
W
E
に
、
出
σ巴
の
町

U
E向者仙円

の
人
、
が

切
同
州内庁内凶包
一に

い
る
従
弟
に
財
産
を
の
と
し
て
死
ん
だ
時
、
故
人
の
友
が
そ
の
遺
産

を
慮
分
し
、
ス
フ
タ
ジ
ャ
で

回

mHmEP仏
の
相
績
人
に
こ
れ
を
迭
つ

た
話
が
あ
る
。

ぷ
仮
〔
切回

m
E包
の
相
績
人
〕

は
そ
の

〔
遺
産
〕
三
分
の
二
を

ス
フ
タ
ジ
ャ
で
う
け
と
っ
た
。

そ
れ
は
額
面

8
0
品
目
白
骨
-

四
O 

日
延
梯
の
も
の
で

〔∞同

m
E包
の
一
地
直
〕

-39ー

カ
ル
フ

の
棉
商

人
宛
に
振
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
J

(、

H
，

mg
-N

ω
AF〉

す
な
わ
ち
、
こ
れ
は

り
E
E司
昨

で
財
産
廃
分
の
際
、
棉
商
人
に

債
権
を
有
す
者
が
こ
れ
を
購
入
し
、
そ
の
代
金
支
携
を
債
務
者
た
る

棉
商
人
に
振
替
え
さ
せ
た
も
の
と
解
樺
出
来
よ
う
。

つ
ま
り
、
v」
}r
」

で
ス
フ
夕
刊
ν
ャ
は

切間関一

E
F包
の
遺
産
相
績
人
に
封
す
る
迭
金
手
段

と
、
ロ
吉
田司
昨

で
購
入
し
た
者
と
棉
商
人
聞
の
負
債
相
殺
手
段
ど

の
二
つ
の
機
能
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
ス
フ

タ
ジ
ャ
が
西
洋
中
世
末
期
の
リ
l
テ
ラ

・
ア
ペ
ル
タ
の
如
く
に
機
能

し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は

ア
ラ
ビ

ア
語
辞
典
、
吋
忠
弘

ad
Z臼
Q
・

沼田
一)
に
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タ
ス
フ
タ
ジ
ャ
の
最
大
の
利
貼
は
、
商
人
が
各
地
方
に
お
い
て
い

る
代
理
人
宛
に
ス
フ
タ
ジ
ャ
を
振
り
出
す
こ
と
に
よ
り
、
取
引
地

閣
の
決
済
を
簡
素
化
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。φ

と
述
べ
て
い
る
事
よ
り
伺
い
知
れ
よ
う
。

以
上
述
べ
た
如
く
、

ス
フ
タ
ジ
ャ
は
迭
金
属
替
、
矯
替
手
形
と
し

て
機
能
し
た
の
で
あ
る
が
、
遠
隔
地
聞
に
振
出
さ
れ
る
こ
と
を
原
則

乙
れ
に
は
一
定
の
支
排
日
が
決
め
ら
れ
て
い
た
よ
う

と
し
た
た
め
、

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

。
諸
州
よ
り
周
き
、

ま
だ
満
期
の
来
て
い
な
い
ス
フ
タ
ジ
ャ
ク

なタ(
ど四 ・訟
の o ~ 
表 日一
現延 lH
が 排
あの
るス
とフ
こタ
ろジ
よャ
り。

(
、
同
町
山
口
・
N
ω
h
p
)

そ
れ
は
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
支
排
日
が
来
れ
ば
正
金
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
が

も
し
、
支
排
日
以
前
に
現
金
を
必
要
と
す
る
時
に
は
、
之
を
割
引
く

こ
と
も
出
来
た
よ
う
で
あ
る
。

ス
フ
夕
刊
ジ
ャ
は
矯
替
手
形
で
あ
り
、
迭
金
矯

替
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
商
業
上
の
必
要
性
よ
り
生
ま
れ
、
商
業
界

以
上
み
た
ご
と
く

に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
商
業
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
る
者
、
も
し
く
は
貨
幣
取
引
を
営
ん
で
い
る
者
に
よ
っ
て
操

作
さ
れ
る
性
格
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

さ
て
、
公
金
迭
付
の
た
め
に
使
わ
れ
た
ス
フ
タ
グ
ャ
で
あ
る
が

こ
の
振
り
出
し
、
換
金
の
方
法
に
つ
い
て
は
資
料
の
停
え
る
所
の
み

よ
り
は

つ
ま
び
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し

ワ

1
ジ
ル
の

邑
ロ
回
目
匂
民
営

が
エ
ジ
プ
ト
の
ア
l
ミ

ル

冨
包
円
白
同

に
封
し
て

そ
れ
と
も
商
一人
あ
て

の、。
ス、汝
フ、時;
夕、租
:;、税
ャ、の
に、迭
ょ、付
っ、を
た、使
か、用

.3 よ
釦l つ
0" 
ゲ. tこ
ゆ か
w 
'-J 

- 40ー

と
質
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り

こ
れ
が
官
吏
以
外
の
者
の
手
を
経

て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

ア

l
ミ
ル
は
徴

枚
し
た
税
金
を
〔
商
人
〕
に
託
し

そ
の
商
人
よ
り
ス
フ
タ
ジ
ャ
を

受
け
と
り
こ
れ
を
中
央
に
透
る
。
中
央
で
は
こ
の
ス
フ
タ
ジ
ャ
を

振
り
出
し
人
指
定
の
者
の
所

へ
持
っ

て
ゆ
き、

こ
こ
で
現
金
化
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
こ
の
公
金
魚
替
の
取
扱
い
を
し
た
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。

前
記
資
料
で
は

一
膳
商
人
と
な
っ
て
い
る
が
、
公
金
を
扱
う
以
上
カ

リ
フ
の
信
任
厚
き
者
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る

の
は
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
公
金
の
迭
付
に
閥
興
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
、



そ
れ
に

ー
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
カ
リ
フ
の
信
用
を
得
て
お
り
、
公
金
取
扱

(
次
章
で
の
ベ
る
公
的
支
梯
委
託
業
務
、
徴
税
な
ど
を
さ
す
〉
を
な

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
政
聴
が
民
間
人
に
公
金
矯

替
業
務
を
措
嘗
さ
せ
る
と
し
た
ら
、
ツ
ャ
フ
パ
ズ
こ
そ
、
そ
の
第

の
遁
任
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、

t
kr
ロ
σ・
Hm
仰
は
給
料
の
支
排
日
が
迫
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、

何
ら
財
源
を
も
た
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
、
諸
州
か
ら
眉
き
未

だ
満
期
の
来
て
い
な
い
ス
フ
タ
ひ
ャ
で
商
人
達
(
こ
こ
で
は

国
ザ

.
H
ロ
ロ
と
J

門
口
町
出
向

の
二
人
の
ジ
ャ
フ
パ
ズ
を
さ
す
)

か
ら
一
高

内
同
日
ロ
帥
円
借
り
た
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に

同
門
出
口
町

に
つ
き
H

・ω

仏帥

S
ρ
(〈
こ
出
門
町
田
自
〉
排
い
、
そ
の
額
は
月
に

N
g
o
e門町田自

(ω包
σ・
∞
回
一)

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
乙
れ
は
恐
ら
く
手
形
割
引
を
示
す
も
の
で

こ
工
っ
こ
。

t

f

T

 

あ
ろ
う
。
も
し
、
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
ス

フ
タ
ジ
ャ
の
取
扱
い
に
閥
興
し

ワリ
ν
l
ル
は
正
規
の
支
排
人
の
所
で
こ
れ
を

て
い
な
い
と
し
た
ら
、

割
引
か
せ
た
は
ず
で
あ
る
。

JE由民
の
二
人
の
ジ

ま
た
、
出
削
吋
{MHHW

ヤ
フ
パ
ズ
に
割
引
か
せ
た
の
は

一
回
き
り
の
事
で
は
な
く

サ
l
ビ

IJ~ 
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。
乙
の
習
慣
は

JE由
民
と
国
昨
ロ
ロ
ま
た
彼
ら
の
後
纏
者
に
よ
っ

(
ω
m
F
刊
誌
・
∞
H
)

と
い
っ
て
い
る
よ
ヨ
に
、
習
慣
的
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

て
一
六
年
間
つ
づ
け
ら
れ
た
J

手
形
割
引
は
二
人
の

〉
町
名
削
N

の
ジ
ャ
フ
パ
ズ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
人
の
ひ
ャ
フ
パ
ズ
は
-カ
リ
フ
廷
の
質
庫
た
る

〉}同省削
N

の

徴
税
を
請
負
い
、
ヵ
リ
a
フ
廷
へ
貸
付
を
し
、
ワ

ツ
ー
ル
な
ど
よ
り
の

預
金
を
受
け
て
お
り
、
更
に
、
ス
フ
タ
ジ
ャ
の
割
引
を
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
と
れ
ら
の
事
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

Hwmmv仏
国
内
凶

に
お
け
る

ス
フ
タ
リ
ャ
の
支
梯
人
は
こ
の
二
人
の
ひ
ャ
フ
パ
ズ
で
あ
り
、
地
方

- 41一

で
の
振
出
人
は
こ
の
二
人
の
ひ
ャ

フ
パ
ズ
と
取
引
閥
係
を
も
つ

ひ
ヤ

フ
パ
ス

ま
た
他
の
金
融
業
者
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
た
如
く
、
ジ
ャ
フ
パ
ズ
は
ス
フ
タ
ジ
ャ
の
取
扱
い
を
な

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、

ツ
ャ
フ
パ
ズ
が
庚
汎
な
信

用
取
引
網
を
有
し
て
お
り
、
振
替
業
務
に
従
事
し
て
い
た
事
を
謹
佐

す
る
も
の
あ
る
。

)
 

1
 

(
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-u
・
吋
)
な
ど
は
戸
市
2
2

c同

(U
S
L
-f

∞
丘
三

(〈凸円同
σ・)唱
〉
ヨ
伶門
町
O
帥

(m
-oa-
℃
-

m
M
)
・
0
口ユ
(
O
司
・
門
戸門・

3
・
ロ
ω
l
JS
)
は

切二一

O
同

市
H
ny
H出口
問

0・
Hり
E
n
r
o-
(D官
・
ロ
ュ・

司
-
H
8
・〉

5
2-s
-N
(伺
-o
g
℃
-

S
)
は

(UF
2
z
o
と
定
義
し
て
い
る
。

三
F
o
u
-
門
戸同・司
・
品
会
・

吋
帥D
-

〈

回
目
同

甘
・

Z
H・

迭
金
矯
替
と
し
て
の
ス
フ
タ
ジ
ヤ
に
つ
い
て
、

ワ
ロ
コ

は

ω
Z門出向
田
D
h

H
Y伺
巾

n
S
O
B
-n
]回目
叩

O町

宮

時

的

0
3
S
B
H由

5

F
m
H
C
F
no
E
c
q
-

切白間一
Y
L
包
一-
一
九
五
二
、

一
七
四
頁
の
中
で

、
夫
の
不
在
中
に
妻
が
夫

よ
り

M
C
O
L
z
e

の
ス
フ
タ
ジ
ヤ
を
受
け
取
っ
た
と
い
う
吋
帥
コロ

rz

の
記
述
を
紹
介
し
て
い
る
。

滋
時
の
捻
替
手
形
に
よ
る
取
引
の
例
と
し
て
貸
石
購
入
代
債
を
梁
郷

子
商
人
宛
に
振
り
出
し
た
手
形

κ
よ
っ
て
支
掛
っ
た
と
い
う
記
述

(玄

U
F
L
T
℃・

E

)

や、

H
W

白悶
Y
E

L

で
の

家
具
の
代
金
支
柚
併
を
。
.

目
白
p

p白血
己
叩
ニ
宛
に
振
り
出
し
た
手
形
で
な
し
た
、

と
い
う
玄
E
r
-

-
E
H
E
Q--
-HU・
ロ
∞
)

の
記
述
な
ど
よ
り
、
手
形
に
よ
る
相
殺
の

行
な
わ
れ
て
い
た
乙
と
が
知
れ
る
。

(5) (4) (3) (6) 

_._ 
/¥ 

預
金
業
務

・
小
切
手
取
扱
業
務

首
時
の
人
々
は
盗
難
と
か
園
家
に
よ
る
浪
吹
か
ら
自
己
の
財
産
を

守
る
た
め
、
地
中
に
埋
め
た
り
、
井
戸
の
中
炉
、
小
屋
の
中
に
か
く

し
た
り
し
た
が

ワ
ジ

1
ル
な
ど
の
よ
く
利
用
し
た
の
は

ジ
ャ

フ

パ
ズ
や
サ
ッ
ラ
l
フ
に
封
す
る
預
金
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。

サ
ツ

ラ
l
フ
に
封
す
る
預
金
は
先
に一

寸
燭
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
お
く

と
し

ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
ワ
ジ

l
ル
な
ど
政
雌
高
官
よ
り
金
銭
の
預
託

を
う
け
、
さ
ら
に
、
公
金
保
管
、

そ
れ
に
伴
う
公
用
小
切
手
の
取
扱

い
を
行
な
っ

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

ワ
ジ

l
ル
が
自
己
の
金
銭
を
特
定
の
ジ
ャ

フ
パ
ズ
に
預
け
て

い
た

事
を
示
す
資
料
は
数
多
く
あ
る
が

そ
の
一
例
と
し
て

バ
警
視
長
官
〕

Z
R
EFが
国
側
S
E
〔
更
迭
さ
せ
ら
れ
た
ワ
ジ

l

ル
〕
の
部
下
を
逮
捕
し
た
と
き

ワ
ツ
ー
ル
の

HE
包
・
司

R
g

- 42ー

は
財
務
長
官

同町同岡山

B
に
(
民
間
自
己

の
)
ジ
ャ

フ
パ
ズ

弓
品

E
B

を
取
り
調
べ
、

彼
の
預
金
に
闘
し
て
質
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。

呂
田
町
田
ヨ
は
こ
の
命
令
を
賀
行
し

ジ
ャ
フ
パ
ズ
は
彼
が
図的
FS五

の
金
一

O
首向

。
正
常

在
預
っ
て
い
る
こ
と
を
自
白
し

国
帥

5
5

や
彼
の
部
下
の
金
は
t

そ
れ
以
外
に
預
っ
て
い
な
い
と
誓
っ
た
。。

(冨
E
T
-
-
8
)

こ
こ
に
出
て
く
る

H
σ
B
E
B
は

出削

B
E
の
ひ
ャ
フ
パ
ズ
で
あ

り
、
出
削
5
5
は
自
己
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
金
を
彼
に
預
け
て
い
た

の
で
あ
る
。

ま
た
、

他
の
ワ
リ

l
ル
達
も
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
ジ
ャ
フ

そ
の
者
に
預
金
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

先

パ
ズ
を
も
っ

て
お
り
、



に
出
た

問削
H
1

円山口

と

JE田口同
は

同
σロ
M
W

ヤ
司
白
日
付

の
ひ
ャ
フ
パ
ズ

で
あ
り
、

ま
た
、
氏
名
は
わ
か
ら
な
い
が

同
町
田
回
目
立

に
も

〉
ロ

σ・

同臼仰

に
も
そ
の
特
定
の
グ
ャ
フ
パ
ズ
の
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。

ま
た

ワ
ジ
I
ル
の
中
に
は
首
然
国
庫
に
収
納
さ
る
べ
き
金
を
不

法
取
得
し
、
そ
れ
を
ジ
ャ
フ
パ
ズ
に
預
け
て
い
た
事
も
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、

目
ロ
包
・
司
ロ
円
巳

が
ワ
ツ

l
ル
を
更
迭
さ
せ
ら
れ
た
時
の

取
調
べ
で
、

。
私
は
罰
金
よ
り
私
の
手
に
し
た

一
六
高

仏
E
m
w
を

出
身
ロ
ロ

と

そ
の
息
子
に
預
け
て
い
る
J

(冨
庄
内
J

H
・
H
N

∞)

と
白
吠
し

aH口
同
門

は
即
刻
園
庫
に
収
納
さ
れ
た

そ
の
一

六
高

例
を
富
山
回
目
白

d
s
-
E
は
停
え
て
い

る
。

ま
た
、
更
迭
の
は
げ
し
か
っ
た
嘗
時
の
ワ

y
l
ル
還
は
、
更
迭
の

際
の
波
枚
を
回
避
す
る
た
め
に
色
々
手
段
を
弄
し
た
よ
う
で
あ
る
。

。
Hσ
口
白
】
a

司ロ吋帥片

は
書
記
の

呂
田

F
H
B
U
d司
a
E
を
遁
じ
て
多

額
の
金
を
、
商
人
や
書
記
に
あ
ず
け
て
お
い
た
。
彼
は
受
託
者
の

名
を
知
ら
な
か

っ
た
の
で

そ
の
財
産
目
録
に
は
こ
の
事
が
の
せ

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
が
再
び
ワ
ジ

l
ル
に
な
っ
た
時

H-u
ロ

43 

同よ吋帥〕帥」司
mwME
は
一
文
も
間
違
え
ず
に
、

ζ

の
預
金
を
引
き
出
し

え
た
J

(
冨
山
m
w
-
H・
主
〉

さ
て

ワ
ツ
ー
ル
達
は
以
上
の
よ
う
に
自
己
の
金
銭
を
特
定
の
ジ

ャ
フ
パ
ズ
に
預
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
金
額
は
非
常
に
多
額

に
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば

早
口
色
人
司

R
r
の
如
き

は
、
復
攻
金
や
賄
賂
の
す
べ
て
を
預
け
、
そ
の
額
は
一

O
O
高
島
ロ
苛

を
超
え
て
い
た
と
い
わ
れ
で
い
る
。
(
、
『
凶
ロ
・
〈
口
同
・

N
S
そ
し
て
、

ζ

れ
が
ひ
ャ
フ
パ
ズ
の
一
つ
の
大
き
な
資
金
源
に
も
な
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た

ワ
ジ

l
ル
達
は
浪
攻

・
盗
難
な
ど
の
危
険
か
ら
守
る
た
め

qa 
A
n宝

の
み
な
ら
ず

こ
の
預
金
に
封
し
て
支
排
指
圃
書
を
振
り
出
し
、
支

梯
手
段
の
簡
素
化
の
た
め
に
も

ジ
ャ
フ
パ
ズ
を
利
用
し
て
い
た
。

。
彼
〔
ワ
ジ
l
ル
の

同
σロ
包
a
司
ロ
品
一昨〕

は
矢
立
を
と
り
寄
せ

k
r
E
・
σ
-
U仰
の
罰
金
支
排
を
援
助
す
る
た
め
に
ジ
ャ
フ
パ
ズ
の

出
削
ユ
ロ

σ
-
H
E芯
ロ
に
劃
し
て
、
二
千
島
吉
昨

支
梯

h

つ
よ
う
に

(冨-回目内
-
H

・ロ
N
)

命
令
を
か
い
た
。

4

と
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
、
私
的
な
支
出
に
ジ
ャ
フ
パ
ズ
宛
へ
の
支
梯

指
圃
書
(
小
切
手
〉
を
振
出
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
さ
て
、
以
上
は
ひ
ャ
フ
パ
ズ
が
ワ
ツ
ー
ル

の
私
的
な
金
を
扱
っ
て
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い
た
例
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
カ
リ
フ
政
艇
の
公
金
を
ひ
ャ
フ
パ
ズ

が
保
管
し
、
そ
れ
に
封
し
て
振
出
さ
れ
る
小
切
手
に
よ
る
支
梯
に
膳

じ
て
い
た
事
に
言
及
し
よ
う
。

ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
公
金
の
保
管
を
し
、
ま
た
、

そ
れ
の
迭
金
に
閥
興
し
て
い
た
こ
と
、
振
儲
業
務
の
項
で
は
地
方
よ

徴
税
請
負
の
項
で
、

り
の
税
金
は

切目指
一月同仏
国
仏
に
い
る
ジ
ャ
フ
パ
ズ
宛
へ
の
ス
フ
タ
ジ
ャ

の
形
で
迭
ら
れ
、
政
艇
は
こ
の
ス
フ
夕
刊
ン
ャ
を
ひ
ャ
フ
パ
ズ
の
も
と

で
換
金
し
た
こ
と
を
見
て
来
た
が

こ
れ
よ
り
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
公
金

の
保
管
に
も
タ
ッ
チ
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て

の
預
金
に
封
し
て
、
ジ
ャ
フ
パ
ズ
宛
に
サ
ッ
ク
な
る
支
梯
指
聞
書
が

振
り
出
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
色
々
の
公
的
支
出
が
な
さ
れ
て
い
た
。

タ
キ
ハ
ツ
油
と
芦
の
む
し
ろ
購
入
の
た
め
に
使
わ
れ
た

色門町
田
自

の

ジ
ャ
フ
パ
ズ
宛
に
振
り
出
さ
れ
た
サ
ッ
ク
を
私
は
見
た
。
多

(冨
S
w
・
-
由
。)

こ
れ
は
あ
る
罪
人
成
刑
の
際
に
佼
わ
れ
た
油
と
む
し
ろ
の
支
排
い

を
ジ
ャ
フ
パ
ズ
宛
へ
の
サ
ッ
ク
で
な
し
た
例
で
あ
る
が
、
軍
人
の
俸

給
支
抑
い
に
も
こ
れ
が
使
わ
れ
て
い
る
ω

関
目
出
向
調
即
応

B-
(匂・

ω∞
)
に

タ
サ
ッ
ク
は
軍
人
の
俸
給
の
支
抑
い
に
使
わ
れ
る
。
¢

と
あ
る
ほ
か

ω仰
月比

や

冨抗甲内
田
毛
色
E
に
も
軍
人
の
俸
給
支
排

い
を
サ
ァ
ク
で
な
し
た
記
述
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ひ
ャ
フ
パ
ズ
が
サ
ッ
ク
の
引
受
け
と
い
う
面
で
公
金

出
納
に
閥
興
し
た
こ
と
か
ら

ジ
ャ
フ
パ
ズ
を
園
庫
出
納
官
、
財
務

長
官
な
ど
と
考
え
る
設
も
あ
る
が

こ
れ
は
ジ
ャ
フ
パ
ズ
が
徴
税
請

負
、
迭
金
、
公
金
保
管
な
ど
を
行
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
よ
り
必
然

的
に
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、

ジ
ャ
フ
パ
ズ
の
機
能
の
こ
の
こ
由
だ
け

見
て
官
吏
と
論
ず
る
事
は
正
し
く
な
い
。

こ

(6) (5) 

設

P
R
印

r
.HH・∞。

去
五
内
・
同
-Hg

阿内
『
ロ
耳

削
H
F
N
B
ア

o
u・
n
H
F
HV
・
ω
∞・

カ
リ
フ
ロ
向
ロ

A
S念
円
の
治
世
二
四
年
間
(
九

O
八
!
九
三
ニ
)
に
、

六
回
も
ワ
ジ

l
ル
交
替
が
あ
っ
た
。

ω
包
己
・

Nω
印

γ
向日
明}内・同
一口
一-Apo
-

- 44ー

(4) (3) (2) (1) 

結

三五
ロ口

サ
ッ
ラ
l
フ
が
雨
替
、
預
金
、
小
切
手
取
扱
、
高
利
貸
付
な
ど
を

行
な
っ
て
い
た
事
は
先
に
述
べ
た
遇
り
で
あ
る
。

ζ

れ
は
、

中
世
末



期
イ
タ
リ
ア
な
ど
に
み
ら
れ
る
カ
ン
プ
ソ
l
レ
ス
と
同
一
機
能
を
果

し
た
前
期
的
資
本
家
と
考
え
て
よ
い
。
で
ぬ:

ジ
ャ
フ
パ
ズ
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。
彼
ら
が
預
金
、
貸
付
、
小
切
手
、
手
形
取
扱
な
ど
を

サ
ゴ
フ
l
フ
と
そ
の
経
済
的
機

行
な
っ
た
と
い
う
貼
に
閥
し
て
は
、

能
を
一
に
し
て
い
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
貼
に
関
し
て
は

ひ
ャ
フ
パ
ズ
も
ま
た
前
期
的
資
本
家
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
。

、で
は

ツ
ャ
フ
パ
ズ
と
サ

ッ
ラ
l
フ
と
は
如
何
な
る
黙
で
異
な
っ

て
い
た

か
。
そ
れ
は
、
三
章
以
下
の
考
察
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

ャ
ク
パ
ズ
が
徴
税
請
負
、

公
金
迭
付
、

カ
リ
フ
廷
貸
付

公
金
出
納

業
務
な
ど
に
も
閥
興
し
て
い
た
と
い
う
酷
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
ジ

ャ
フ
パ
ズ
の
公
的
性
格
よ
り
、
そ
れ
を
官
吏
と
考
え
る
読
も
あ
る
と

と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が

ツ
ャ
フ
パ
ズ
の
業
務
は
貨
幣

取
扱
業
著
し
か
な
し
え
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

ジ
ャ
フ
ハ

ズ
と
い
う
代
り
に
「
商
人
」
と
い
う
語
が
資
料
内
各
所
に
出
て
い
る

と
い
う
貼
、
徴
税
請
負
の
時
に
お
け
る
報
酬
が
納
税
人
の
負
据
に
な

っ
て
お
り
、
地
方
政
臆
よ
り
支
緋
附
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
黙
よ
り
、

私
は
官
吏
設
に
は
同
意
し
え
な
い
。
ま
た
、
乙
れ
は
中
世
ヨ

l
ロ
ッ
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パ
に
お
い
て
、
王
侯
貸
付
、
租
税
取
立
、
公
金
内
納
な
ど
に
閥
興
し

て
い
た
ク
レ
ス
ユ
パ
ル
デ
イ
家
、
メ
デ
ィ
チ
家
な
ど
特
殊
銀
行
家
の

一
層
は
っ
き
り
す
る
と
思
う
。

こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、

ジ
ャ
フ
パ
ズ
は
ぺ
ル
シ
ア
語
の
関
野
ぴ
包
一
の
輔
説
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
J

サ
l
サ
ン
朝
時
代
の
キ
フ
パ
ド
が
如
何
な

る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
イ
ス
ラ
l
ム
帝
固
に
お

い
て
い
つ
頃
よ
り
ひ

v
フ
パ
ズ
が
登
場
し
て
来
た
か
も
判
然
と
し
な

一
O
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
ジ
ャ
フ
パ
ズ
と
い
う
稿
蹴

を
も
っ
た
者
が
多
く
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

5
8
V色

巴

い
。
し
か
し

ジ'

の
指
摘

(
O
H
M
-
n
x
℃・

ω)
な
ら
び
に
、

考
察
す
る
な
ら
、
軍
人
、

官
吏
の
給
料
支
梯
櫓
加
の
た
め
国
家
財
政

が
窮
乏
そ
告
げ
始
め
、
ま
た
、
各
種
地
方
的
通
貨
の
混
在
、
貨
幣
の

秤
量
化
の
著
し
く
な
っ
た
時
(
一
O
世
紀
〉
に
カ
リ
フ
政
躍
は
前
期

ジ
ャ
フ
パ
ズ
の
機
能
よ
り

-45-

的
資
本
家
の
あ
る
者
に
ジ
ャ
フ
パ
ズ
と
い
う
稽
暁
を
輿
え
、
本
稿
で

考
察
し
た
各
種
の
公
的
業
務
を
行
な
わ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ジ
ャ
フ
パ
ズ
も
国
家
財
政
に
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

政
治
的
権
力
を
遁
じ
利
潤
抽
出
を
行

っ
た
。

所
調
、
富
山
凶
君
。
σ
R

の
。
ヌ
レ
手
デ
粟
ヲ
ツ
カ
ム
政
治
寄
生
的
資
本
家
。
の
範
岡
崎
に
入
れ

一方、

ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
あ
る
。



On the Origin of the ａz‘加ｇ-ｉｎｉａｏ一泡青苗法

　　　　　　　

ＹａＳＭｓfiiKｕｓａｎｏ

　　　

Since the merchants practiced the cornering of cereals, boosted the

prices and sold at high prices to the government, the northern Sung

dynasty faced a difficult financial problem to supply its army with

provisions. Consequently, the government attempted to　control　the

merchants firstby means of prohibiting commercial transactions during

the

　

period of government purchasing and buying from the farmers.

This policy proved a failure because of the merchants' advance purchase

in the form of loans to the producers. Theｃｈ^inｓ-ｍｉａｏ-fa　ｓystem,

which was ｎ０less than government advance buying, was brought into

practice to cure this difficulty･

A Sidelight on Islamic Financiers, especially the Jahbadh

　　　　　　　　　　　　　　

S如節Ｏｋａｚａki

　　　

The author tries to make clear the nature of the ｉａｈｂａｄｈ　ｓｙｓtem,

which has been little explored because of its complicated character.

The term ｉａｈｂａｄｈ１ｓａ derivative from the Persian ｋｉｈｂａｄ,　ａnd seems

to have appeared about the tenth century.　　The ｊａｈｂａｄｈwas ａ kind

of licensed financial agent whose business was to collect tａχes, remit

government funds, loan to the caliphate, etc. and in return he was

granted some privileges.　　This syctem came into ｅχistence as ａ result

of confused local currency　and different purities of　precious metals,

developing into ａ politico-financial organization with the progress of

the deterioration of the financial system.

The Ｍｅｎ-fa捻子and the Men Rebellion捻軍

　　　　　　　　　　

ＳiｎjiＯｎｏ

　　

The Nien-tzu organization, which was the core of the Nien-tzu Re-

bellion (1853-68), was not ａ simple secret society affiliated with the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－


